
Tome 4

　
市
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
の
一

環
と
し
て
、
市
内
に
お
け
る
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
目

的
に
、「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
」
を
設
置
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
に
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

【
対
象
者
】　
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
（
予
定
を
含
む
）
個
人
で
、

　
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
建
物
を

　
住
居
と
し
て
使
用
す
る
人

【
補
助
金
額
】
　

　
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称

　
市
民
活
動
や
地
域
づ
く
り
を
担

う
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

【
期
間
】　
8
月
～
平
成
　
年
３
月

２２

　
※
毎
月
開
催
の
全
　
講
座

１０

【
時
間
】　
土
曜
・
日
曜
日
の
午
後

　
を
予
定
（
１
講
座
２
時
間
程
度
）

【
場
所
】
　
迫
公
民
館
な
ど

【
内
容
】　
地
域
づ
く
り
に
関
す
る

　
手
法
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

　
ス
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
講

　
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し

　
て
学
び
ま
す
。
ま
た
、
受
講
生

　
同
士
の
交
流
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

防
ご
う
食
中
毒

家
庭
で
で
き
る

　
　
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　
最
大
出
力
１
啣
あ
た
り
３
万
５

　
０
０
０
円

　（
上
限
額
　
万
５
０
０
０
円
、

１２

　
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

【
対
象
シ
ス
テ
ム
】
　

　
国
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入

　
支
援
対
策
費
補
助
金
の
交
付
を

　
受
け
る
シ
ス
テ
ム
で
、
市
内
に

　
お
い
て
４
月
１
日
か
ら
平
成
　２２

　
年
２
月
　
日
ま
で
に
設
置
工
事

２２

　
に
着
手
し
完
了
す
る
も
の
（
一

　
般
用
）
ま
た
は
引
き
渡
し
を
受

　
け
る
も
の
（
建
売
用
）

【
応
募
方
法
】　
事
前
に
国
の
補
助

　
金
を
申
請
の
上
、
環
境
課
ま
た

　
は
各
総
合
支
所
に
備
え
付
け
の

　
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
記

　
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
環

　
境
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】
　

　
７
月
　
日
（
火
）
～

２１

　
　
月
　
日
（
月
）
必
着

１２

２８

　
※
申
請
額
が
予
算
額
を
超
え
た

　
場
合
は
、
受
け
付
け
を
締
め
切

　
り
ま
す
。　
　

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
環
境
課

　
環
境
政
策
係

　
〒
９
８
７－

０
４
０
１
　

　
登
米
市
南
方
町
新
高
石
浦
１
３

　
０
番
地

　
緯
 0
2
2
0
（
　
）
5
5
5
3

５８

　
胃
 0
2
2
0
（
　
）
3
3
4
5

５８

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】
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住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
補
助
制
度
の
お
知
ら
せ

地
域
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、
こ
れ

　
か
ら
の
地
域
づ
く
り
を
一
緒
に

　
考
え
て
い
き
ま
す
。

【
定
員
】
　
　
人
３６

　（
各
町
域
４
人
程
度
）

【
申
込
資
格
】

　
①
市
内
に
在
住
す
る
　
歳
以
上

２０

　
の
人

　
②
市
民
活
動
や
地
域
づ
く
り
に

　
意
欲
の
あ
る
人

　
③
基
本
的
に
全
講
座
受
講
可
能

　
な
人

【
受
講
料
】
　
無
料

　（
交
通
費
、
昼
食
、
演
習
に
必
要

　
な
教
材
費
は
自
己
負
担
）　

【
申
込
方
法
】
　

　
各
総
合
支
所
地
域
生
活
課
に
備

　
え
付
け
の
申
込
書
（
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
　

　
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

　
入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ

　
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い

　
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
　
８
月
７
日
（
金
）
　

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】　

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課
　

　
市
民
協
働
推
進
係

　
〒
9
8
7－

0
5
1
1
　

　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁

　
目
６
番
地
１

　
緯
 0
2
2
0
（
　
）
2
1
7
3

２２

　
胃
 0
2
2
0
（
　
）
9
1
6
4

22

　
死
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梅
雨
の
時
期
か
ら
夏
に
か
け
て

食
中
毒
の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま

す
。

　
食
中
毒
は
食
品
の
中
で
増
殖
し

た
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
が
原
因

で
起
こ
り
ま
す
。

　
こ
の
細
菌
は
、
水
分
・
温
度
・

栄
養
の
条
件
が
そ
ろ
う
と
急
激
に

増
加
し
ま
す
が
、
目
に
見
え
ず
、

に
お
い
な
ど
の
変
化
も
な
い
の
で
、

日
ご
ろ
か
ら
食
中
毒
予
防
を
意
識

す
る
こ
と
と
、
食
中
毒
菌
を
『
つ

け
な
い
・
増
や
さ
な
い
・
殺
菌
す

る
』
と
い
う
３
つ
の
原
則
を
守
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
料
理
の
前
や
生
の
食
品
を
取
り

扱
っ
た
後
な
ど
は
、
食
中
毒
菌
を

付
け
な
い
よ
う
手
は
せ
っ
け
ん
で

こ
ま
め
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

調
理
に
使
っ
た
ま
な
板
や
包
丁
も

洗
剤
な
ど
で
よ
く
洗
い
、
熱
湯
で

殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。

赫
食
中
毒
を
防
ぐ

　
　
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト


菌
を
「
つ
け
な
い
」
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男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

～
脳
ト
レ
で
有
名
な
川
島
教
授
の
講
演
会
が
あ
り
ま
す
～

【
日
時
】
　
８
月
　
日
（
土
）
　

２９

　
午
後
１
時
～
３
時
　
分
４０

【
場
所
】
　

　
多
賀
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー

【
テ
ー
マ
】
　「
見
つ
け
よ
う
！
あ

　
な
た
ら
し
い
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

　
バ
ラ
ン
ス
」

【
内
容
】
　

　
①
基
調
講
演

▼
講
師
＝
川
島
隆
太
さ
ん

　（
東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所

　
教
授
）

　
▼
演
題
＝
暮
ら
し
の
中
で
実
践

　
で
き
る
脳
の
活
性
化
～
男
女
共

　
同
参
画
が
脳
を
元
気
に
～

　
②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
▼
テ
ー
マ
＝
「
ワ
ー
ク
と
ラ
イ

　
フ
、
バ
ラ
ン
ス
の
偐
ツ
ボ
僑
」

　
▼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
塩
野

　
悦
子
さ
ん
（
宮
城
大
学
看
護
学

　
部
教
授
）

　
▼
パ
ネ
リ
ス
ト
＝
石
黒
聡
さ
ん

　（
ソ
ニ
ー
珂
仙
台
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　
セ
ン
タ
ー
仙
台
総
務
部
統
括
部

　
長
）、
小
幡
恭
二
さ
ん
（
寺
岡
お

　
や
じ
の
会
世
話
人
）
、
川
島
隆

　
太
さ
ん
（
東
北
大
学
加
齢
医
学

　
研
究
所
教
授
）　

　
③
イ
ラ
ス
ト
・
ま
ん
が
コ
ン
　

　
ク
ー
ル
表
彰
式
な
ど

【
申
込
方
法
】
　
電
話
、
フ
ァ
ク
シ

　
ミ
リ
、
郵
送

　
※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
郵
送
の
場

　
合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

　
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】　
８
月
　
日
（
水
）

１２

【
そ
の
他
】
　
①
託
児
ル
ー
ム
あ
り

　（
１
歳
以
上
未
就
学
児
ま
で
先

　
着
　
人
、
事
前
に
申
し
込
み
が

１０

　
必
要
）
②
手
話
通
訳
あ
り
（
基

　
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

　
シ
ョ
ン
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
　

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課
　

　
市
民
参
画
支
援
係

　
〒
９
８
７－

０
５
１
１
　
　

　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁

　
目
６
番
地
１

　
緯
 0
2
2
0
（
　
）
2
1
7
3

２２

　
胃
 0
2
2
0
（
　
）
9
1
6
4

２２

　
県
で
は
、
毎
年
８
月
１
日
を
「
み
や
ぎ
男
女
共
同
参
画
の
日
」（
愛
称

＝
み
や
ぎ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
デ
ー
）
と
制
定
し
て
、
県
内
各
地
で
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
へ
の
意
識
の

高
揚
と
理
解
を
深
め
て
い
く
た
め
に
、『
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０
０
９
ｉ
ｎ
た
が
じ
ょ
う
』
を
開
催
し
ま
す
。

はしかにならないために。
はしかにさせないために。

　はしか（麻しん）は感染力が非常に強く、一度発

生するとまん延の防止が難しい病気ですが、予防接

種を受けることによって予防できます。

　平成２０年度から５年間は、1歳・小学校就学前に加

えて、中学１年生・高校３年生に相当する年齢の人

も、麻しん風しん予防接種の対象者となります。ま

だ受けていない人は、早めの接種をお勧めします。

【平成２１年度対象者】

　 ▼１期＝生後１２カ月～２４カ月未満

　 ▼２期＝平成１５年４月２日～１６年４月１日生まれ

　 ▼３期＝平成８年４月２日～９年４月１日生まれ

　 ▼４期＝平成３年４月２日～４年４月１日生まれ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ジフテリア・破傷風の
予防接種を受けましょう

　幼児期に受けた三種混合（ジフテリア・百日せき・

破傷風）予防接種によってできた免疫力を保持する

ため、学童期にも追加接種として、二種混合（ジフ

テリア・破傷風）予防接種を受けることが大切です。

　１１歳を迎える小学５年生の皆さんには、行政区長

を通じて個別通知しますので、確認の上、予防接種

を受けましょう。

【対象者】

　１１歳以上１３歳未満の人

　※１１歳の誕生日以降からの

　接種となりますので、ご注

　意ください。

【問い合わせ】　各総合支所市民福祉課　健康づくり係・市民生活部健康推進課　健康推進係　緯 0220（58）2116

【
問
い
合
わ
せ
】
　

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課
　

　
地
域
保
健
係
　

　
緯
 0
2
2
0
（
　
）
2
1
1
6

５８


菌
を
「
増
や
さ
な
い
」


菌
を
「
殺
菌
す
る
」

　
肉
・
魚
・
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食

品
は
新
鮮
な
も
の
を
、
ま
た
表
示

の
あ
る
食
品
は
消
費
期
限
な
ど
を

確
認
し
て
購
入
し
、
で
き
る
だ
け

早
め
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入
れ

ま
し
ょ
う
。
食
中
毒
菌
の
多
く
は
、

周
囲
の
温
度
が
下
が
る
と
そ
の
活

動
が
弱
ま
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
詰
め
す
ぎ
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
目
安
は
７
割
程
度

で
す
。
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
は
過
信

せ
ず
、
少
し
で
も
怪
し
い
と
思
っ

た
も
の
は
、
思
い
切
っ
て
捨
て
ま

し
ょ
う
。

　
一
部
の
例
外
は
あ
り
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
食
中
毒
菌
は
熱
を
十

分
に
加
え
る
こ
と
で
、
殺
菌
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
肉
や
魚
、
卵

な
ど
生
も
の
は
、「
食
品
中
心
部
の

温
度
を
　
度
、
１
分
間
以
上
の
加

７５

熱
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
下
痢
や
吐
き
気
な
ど
、
食
中
毒

か
な
と
思
っ
た
ら
自
分
で
判
断
せ

ず
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

予防接種のお知らせ




